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　This is an attempt to analyze and elucidate the imagery and connotations in the texts of Shanghai 
byYokomitsu Riichi. Those depicted beings such as the sea and the river shrouded in mist at night, ditches 
full of garbage and carcasses of little animals, a steamed Turkish bath, and a boat loaded with bodily wastes 
indicate that Shanghai is not merely a typical piece of the Shinkankakuha (the New Sensation School). Rather, 
through these images, the circular structure and mythic dimension is represented.
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Functions of Mythic Images in Shanghai: 
























































































































































































































































































































































































































  ヴァルタ ・ーベンヤミン『パサージュ論』第２巻　今村仁司　他　訳（岩
波書店　2003年7月）352頁
⑤  これについては，高山宏の『テクスト世紀末』（ポーラ文化研究所　
1992年11月）のなかの第一章「テクストに閉じ込められた女――ヴィ
クトリアン・オリンピアンたちの世界」と第二章「アラビアン・ナイ
トメア――オリエンタリズムというテクスト」を参照。また，ノック・
リンダの『絵画の政治学』も併せて参照。
⑥  日本現代文学全集67『新感覚派文学集』（講談社　1968年10月）所収［横
光利一「感覚活動――感覚活動と感覚的作物に対する非難への逆説」］
373頁
  「拵えもの」はなぜに「拵えもの」にならなければならないか。それは
一つの強き主観の所有者が古き審美と習性とを蹂躙し，より端的に世
界観念へと飛躍せんとした現象の結果であり効果である。して此の勇
敢なる結果としての効果は，より主観的に対象を個性化せんと努力し
た芸術的創造として，新しき芸術活動を開始するものにとって，絶え
ずその進化を捉縛される古きかの「必然」なる墓標的常識を突破した，
喜ばしき奮騰者の祝賀である。
⑦  十九世紀から二十世紀初頭にかけての文学における断片化した言語都
市には，二つの極端なタイプの役者がしだいに頻繁に登場してくるよ
うになる。一つは疎外され孤立した中流階級の個人像――芸術家であ
ることが多い――で，これは十八世紀後半からロマン主義時代にかけ
ての文学に源を発する。もう一つはそれに対して，個人的色分けのない，
一つの固まりとしての群衆で，それから百年ほどののちの文学に現わ
れてくることになる。バートン・パイク　前掲書　151頁
⑧  前掲『新感覚派文学集』所収［横光利一「感覚活動――感覚活動と感
覚的作物に対する非難への逆説」］370頁
  即ち新感覚派の感覚的表徴とは，一言で云うと自然の外相を剥奪し物
自体へ躍り込む主観の直観的触発物を云う。
  主観とはその物自体なる客体を認識する活動能力をさして云う。認識
とは悟性と感性との総合体なるは勿論である。そこでその客体を認識
する認識能力を構成する悟性と感性が，物自体へ躍り込む主観なるも
のの発展に際し，よりいづれが強く感覚触発としての力学的形式をと
るかと云うことを考えるのが，新感覚派の新なる基礎概念を説明する
に重大なことである。
⑨  私は学生時代から詩を書いているが，近代詩というものがいかなるも
のか知ったのは，亡き詩人三好達治の作品によってであり，彼の恩恵
に浴することすこぶる大なるものがある。（中略）
  その“郷愁”の中に，
  ―海よ，僕らの使う文字では，お前の中に母がいる。そして母よ，仏
蘭西人の言葉では，あなたの中に海がある。
  という短いすばらしい詩句が嵌め込まれている。もちろん，“郷愁”と
いう詩そのものもすばらしいが，それとは離れて，ここではこの短い
詩句だけについて記すことにする。
  確かに“海”という文字の中には"母"という文字が入っており，フラン
ス語の“母”(la mère)という文字の中には，“海”(la mer)という文字
が入っているのである。井上靖「好きな言葉」
⑩  十九世紀も後半になると，作家はもはや都市を，さまざまな記念碑的
な部分が互いに固定された関係を保ち合う静的な空間としては，表現
しなくなる。（中略）それに従って，言語都市はますます苛立ちやすい
神経のエネルギーとして表わされるようになり，その中の住民たちは，
普通の都会人というよりも，もっと放浪的な様相をおびるようになっ
た。その新しい典型が，ボードレールの詩に現われる変化の激しい詩
人である。この詩人にとって，都市の街路は，彼のさまざまに屈折し
た気分の反映にほかならない。都市が長い期間にわたって，安定した
共同社会を作り出していたという観念も，もはや遠のいた。独我論者
的な人物，ないしは語り手の目に映った外の世界の不安定性が，空間
感覚と同時に，時間感覚の崩壊の広がりを反映している。バートン・
パイク　前掲書　108頁
⑪  登場人物とは，調和と統一感をもった実体ではなく，組みこみないし
「繰り返し」，すなわち，身体の部位や身振りや欲望や動機の集合である。
登場人物はそれ故，どれも，唯一無二の世界ないし生成変化に対して
開かれている。生を通じて運動し，生と接触する唯一無二の道に対し
て開かれているのだ。我々が出会う登場人物というのは記号である。
ただし，我々が知っている，あるいは経験している何かについての記
号ではなく，経験ないし生成変化というまったく異なった ｢線｣ の記
号である。情動の提示に加えて，文学は，言語そのものを情動として
探求することもできる。そこでこそ言語は意味やメッセージではなく，
ノイズや音楽や，音を響き渡らせる文体の次元に近いものになるのだ。
クレア・コールブルック『ドゥルーズ』国分功一郎訳（青土社　2006年
２月）105～106頁
⑫  バートン・パイクは「都市小説」の物語視点には，「上方からのもの」，
「街路面からのもの」，「下方からのもの」の三つがあると指摘している。
前掲書　55頁参照
⑬  山本亮介『横光利一と小説の論理』（笠間書院　2008年２月）198頁
